
    小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表  令和６年 
 

法人名  
（有）丸心 

代表者 
 

河田 多江子 
 

法人・ 
事業所 
の特徴 

利用者様一人一人の人格を尊重し住み慣れた地域での生活を継続する事が出来る様、地域

住民との交流や地域生活への参加を図りつつ利用者様の心身の状況・希望及びその置かれ

ている環境を踏まえ通いサービス、訪問サービス及び宿泊サービスを柔軟に組み合わせる

ことにより地域での暮らしを支援します。 事業所名 小規模多機能型居宅介

護 丸心ふわり 管理者 
 

鷹架清美 
 

出席者 市町村職員 知見を有するもの 
地域住民・地域団

体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 人 人 2人 1人 人 9人 人 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結果 

（事業所内の評価） 
意見 

（外部関係者） 
今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の

確認 

1.初期支援（はじめのかかわり） 
新規利用者様には一日も早く馴染

んでいただけるよう笑顔で対応。声

かけや困りごとの調整を行うとと

もに認知面での問題行動や夜間の

対応等、早期に安全で統一した対応

ができるように対策を立てて、箇条

書きにして全員で共有する 
 
 
 
 
2.「～したい」の実現 
ひとりひとりの利用者様に寄り添
い、担当の職員がそれぞれ中心に
なって「〜したい」の気持ちを引
き出してミーティングで再確認し
、本人の目標「〜したい」を目指
した日々の関わりができるよう、
一覧表にして職員間で共有する 
 

1.初期支援（はじめのかかわり） 
新規利用者様に対しては新しい環
境に馴染んでいただけるように配
慮しながら対応することができた
。ただ、利用者様の情報や気づい
たこと等をミーティングで共有し
、特に必要と思われること（ハイ
リスク等）については連絡ノート
に記入し共有するようにしていた
が、伝達漏れもあり全面的に共有
できていたとはいえない 
 
2.「～したい」の実現 
担当の職員が中心になってミーテ

ィング等で「～さんが～したい」と

伝え、議事録にも残して利用者様の

「～したい」を目指した関わりがで

きるように努めていたが、全員の気

持ちを引き出すのは難しかったの

で一覧表を作成するまでには至ら

なかった 

・できている点とできていない点

を具体的に把握共有できていると

思います。 
 
・職員間で情報共有や周知すべき

ことをどのようなツールを用い、

どのタイミングで行うか具体的に

計画立てできていると感じまし

た。 
 
・地域との連携において、地域の

社会資源や地域住民との繋がりが

難しいと感じる評価と見受けられ

ます。感染対策を考慮する上では

なかなかハードルが高いのだと考

えました。 
 
・スタッフの皆さまが問題点など

を共有しようとする姿勢がはっき

り伝わってきます。難しいとは思

いますが、とても大事なことと思

われ、お世話いただきたく側とし

て安心できます。 

1.初期支援（はじめのかかわり） 
新規利用者様の情報をもとにミー

ティングで話し合い、連絡ノートや

閲覧ファイルを活用しながら情報

共有し、生活支援の対応・対策を共

有する 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.「～したい」の実現 
日々の関わりの中で利用者様ひと

り一人の言葉に耳を傾け表情を観

察する等して「～したい」の気持ち

を引き出すように努める。「～した

い」という希望によっては今までの

レクリェーションや趣味活動以外

にも活動の幅を広げていく。その気



 
 
 
3.日常生活の支援 
利用者様やご家族の心身の状態や

環境の変化など、連絡ノートやケア

マネ、送迎スタッフ等から情報を得

てカンファレンスで共有し、早期に

適切な生活支援を継続して行う 
 
 
4.地域での暮らしの支援 
利用者様の地域での暮らしを支援

していけるように、ご家族と良い関

係を築き、これまでの生活スタイル

や人間関係等を把握する。必要があ

れば地域の資源等の活用を検討す

る。コロナ対策を継続しながらご家

族と連絡を取り合い、良い関係が途

切れないように支援する 
 
 
 
 
5.多機能性ある柔軟な支援 
地域密着型として「通い」「訪問
」「宿泊」のサービスの提供が必
要であることを理解し、利用者様
には必要なサービスを適切に提供
していく。特に一人暮らしの利用
者様には訪問サービスが必要なこ
とが多く、これからも必要な方に
提供できるような体制を作る 

 
 
 
 
3.日常生活の支援 
利用者様やご家族様の心身の状況
や環境の変化等について連絡ノー
トやケアマネ、送迎スタッフ等か
ら情報を得て共有し、カンファレ
ンスでご家族とも話し合い、適切
に日常生活を支援することができ
た。 
 
4.地域での暮らしの支援 
これまでの生活スタイルや人間関

係等を基本情報やご家族からお話

を伺う等して概ね把握できている。

ご家族と連絡を取り合い、良い関係

が途切れないように支援できてい

る。一人暮らしの利用者様をご近所

の方が見守ってくださった。 
 
 
 
 
 
5.多機能性ある柔軟な支援 
「通い」「訪問」「宿泊」のサービ

スを適切に提供している。特に一人

暮らしで「通い」が必要な利用者様

には通常の送迎時間に来所してい

ただけない時には時間をおいて個

別に再度迎えに行った。それでも来

所できない時は自宅で服薬支援や

 
・ひとり一人に寄り添って快適に

日々過ごせるようプランをたてて

いるのがわかります。自分の気持

ちを表すことができない人でも施

設になじんでいくことができるよ

うな配慮がなされていると思いま

す。 
 
・「自己評価」は項目毎にスタッ

フお一人お一人が行動を振り返る

素晴らしい機会になっていると思

います。そんな中でお互いの良い

所を学んだり、又逆に足りないと

ころを補いあったりできる自己評

価になっていると思います。 
 
・新規の利用者様に対しても丁寧

な対応をしていると思います。 
 
・スタッフの皆さんの情報共有が

重要と思われます。情報漏れがあ

ったことに対してなぜ共有できな

かったか、具体的な改善策をミー

ティング等で話し合っていくこと

も大事だと思います。たとえば連

絡ノートを全員が見ていなかった

としたらどういう方法なら全員が

見るころたできるか等。 

持ちをミーティングや連絡ノート

で伝え、「～したい」が実現できて

いるか定期的に確認する 
3..日常生活の支援 
利用者様、ご家族様とコミュニケー

ションを図り、心身の状態や環境の

変化等知り得た情報を振り返り、ミ

ーティングや連絡ノートを活用し、

且つ共有し適切な生活支援を継続

して行う 
 
 
4.地域での暮らしの支援 
地域での生活を支援していくため

にご家族様から一定期間毎に電話

や面談を通してこれまでの「生活ス

タイル・人間関係」の情報を得るよ

うに努め、知り得た情報は連絡ノー

トや朝のミーティング時に一定期

間継続して職員間の情報周知に努

める。一人暮らしの利用者様につい

ては近所の方や民生委員等から情

報が得られるようにする。 
 
 
5.多機能性ある柔軟な支援 
利用者様の日常生活に気を配り、
日々のコミュニケーションの中で
小さな変化に気づけるように努め
、「通い」「訪問」「宿泊」の支
援を必要に応じて適切に提供し、
地域密着型としての展開を図る 
 
 



 
 
 
6.連携・協働 
感染対策を行いながら、ご家族や
医療機関、他事業者とのサービス
担当者会議に出席する。また地域
のボランティアさんを受け入れ、
利用者様に適切に関わりを持って
いただ 
 
 
 
 
7.運営 
利用者様やご家族の意見や苦情に
耳を傾け改善する。また散歩の際
は近所の方々に笑顔で挨拶し、小
さな苦情にも早急に対応する 
 
 
 
 
 
8.質を向上させるための取組み 
ユニット会議でヒヤリハットや事
故報告の検証を継続して行い、再
発を予防する。職員が感じた些細
な意見や苦情に耳を傾け、改善を
図る 
 

片付け等の「訪問」に切り替え、柔

軟な支援を行った。 
 
6.連携・協働 
ご家族や他事業所の関係者が出席
してサービス担当者会議が開催さ
れている。また地域のボランティ
アさんを受け入れ、利用者様のお
話し相手やオセロ・マジック等で
関わってもらい、利用者様に楽し
く過ごしていただくことができた
。 
 
7.運営 
利用者様やご家族様から意見や疑

問などがあればホーム長やケアマ

ネ、管理者等に報告相談して早急に

対応している。また散歩の際はご近

所の方に利用者様と一緒に挨拶を

し、交流している。地域の方やご近

所からの苦情は聞いていない 
 
8.質を向上させるための取組み 
ユニット会議等でヒヤリハットや
事故報告について話し合いをして
改善策を検討し再発予防に努めて
いる。 
 
 
 
9.人権・プライバシー 
職場内の勉強会で身体拘束や不適

切ケアについて学習し、日々の介護

 
 
 
6.連携・協働 
感染対策を行いながら、ご家族や
医療機関、他事業者とのサービス
担当者会議に出席する。また地域
のボランティアさんを受け入れて
イベントを実施したり、保育園の
園児たちとの交流が再開できるよ
うに努める 
 
 
 
7.運営 
利用者様やご家族様からの意見・
苦情を反映できるように体制を整
え、地域の方からの意見や苦情に
も早急に対応できるように努める 
 
 
 
 
8.質を向上させるための取組み 
職場内の勉強会や外部研修を通じ
て技術向上に努め、リスクマネジ
メントについて理解を深める。ヒ
ヤリハットや事故報告は検証や話
し合いを重ね、改善策を見出し再
発防止に努める。 
 



 
9.人権・プライバシー 
職場内の勉強会で身体拘束や不適
切ケアについて学習する。また委
員会を中心に身体拘束の定期的な
見直しを行い、日頃行っている介
護が虐待や不適切ケアになってい
ないか話し合い、職員が個々に自
覚しながら介護が提供できるよう
な環境を作る。たとえば利用者様
への言葉かけが不適切と思われた
時、職員同士で声を掛け合えるよ
うな雰囲気作りをしていく 

が不適切ケアになっていないかそ

の場で考えられるようになってい

る。職員同士声を掛け合えるような

環境ができている。このまま継続し

ていきたい。 
 

9 人権・プライバシー 
身体拘束、不適切ケアについては
ディスカッションや研修等で学び
を繰り返し、意識を高めるように
取り組んでいく。安全のためにや
むを得ず身体拘束をせざるを得な
い場合、定期的に話し合い、見通
しを立てて「身体拘束ゼロ」を目
指すように心がける 
 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

今までのように毎月 1 回感染対策

委員会を開催して感染状況を把握

して、施設内でコロナ感染、クラス

ターの発生があったとしても、適切

に対応でき、被害が最小で済むよう

に職員の感染対策が継続して実施

できるよう働きかけを継続する 
 
 

毎月 1 回の感染対策委員会を開催

してきた。その中で他ユニットの

感染状況・対応等を共有できた。

対応法は勉強会へも繋げることが

でき、スタッフ全員で共有するこ

とができた。コロナ感染はあった

が、クラスターの発生までには至

らず、マニュアルが生かされたの

ではないかと考える。 
 

・ずっとコロナ禍の中にあったの

で内部のことはまったくわかり

ません。気楽に出入りできるよう

になればどんなにいいでしょう。

でも高齢者にとって感染は本当

に恐ろしいことです。恐ろしさは

今も身にしみています。感染対策

はこれからも続けてほしいで

す。 
 
・ハートガーデン、傍を通るたびに

ほっこりします。入居している人

たちにとっても花の力は大きい

ものがあることでしょう。それに

ハートガーデンという名も名前

の小さな看板も素敵です。手入れ

をして下さる方々に感謝致しま

す。 
 
・一カ月に１～２回程度の玄関で

の面会程度では把握できない部

分が多いです。利用者が実際生活

今後も毎月感染対策委員会を開催

して周囲の感染状況を把握した上

で現状に合った感染対策を継続し

ていく。また季節や行事に合わせた

しつらえをして、利用者様が季節感

を楽しみ、心和んでいただけるよう

な環境作りを行う。 
 



している部屋に家族も入って面

会したいという気持ちはありま

すが、感染対策のため無理である

ことは招致しております。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

今までのように施設が地域に受け

入れられ、高齢者の受け皿となれる

よう地域の方々と笑顔で挨拶する

取り組みを継続する 
 

地域の方々に施設の存在を知って

いただけるように、利用者様、職員

とも散歩中に出会った方々には積

極的に笑顔で挨拶をしている。 

・職員の皆さまは面会時等で大き

な声で挨拶してくださいます。きっ

と地域の方たちにもそうされてい

るのではと想像がつきます。 
 
・わたしは利用者の家族という立

場ですが、勝手に困った時は力にな

っていただけると思っています 
 
・地域に受け入れられ、また地域に

何かあった時の拠り所となれば素

晴らしいと思われます。でもコロナ

禍にあって交流はより難しくなっ

てきたと思います。現在取り組んで

いるように挨拶だけでもかわし、少

しでも力を合わせられる方向に進

むしかないのだろうなと思ってい

ます。 
 
・お散歩などを実施しているので

近所の方には周知されているので

はと思います。 

散歩時に地域の方々に笑顔で挨拶

したり、町内清掃等の地域の行事に

参加する等して地域との関わりを

深めていく 

D 地域に出向いて本

人の暮らしを支える取

り組み 

今後も感染予防のため、地域の行

事やイベントの参加は難しいこと

が予測されるが散歩中 
出会った地域の方々に笑顔で挨拶

する 

感染予防のため地域の行事やイベ

ントへの参加はできていない。散

歩中に出会った地域の方々には笑

顔で挨拶をしている 
 

・地域とのつながりが強まればど

んなに良いでしょう。まずはコミ

ュニケーションを取り合うこと

なのでしょうが難しい問題だと

思います。 
・その日の計画通りに支援を進め

ているだけでなく利用者のその

日の気持ちに合わせて柔軟に対

応していることがわかりまし

た。 

介護にお困りの方が気軽に相談に

お越しいただけるようにチラシを

作成して配ったり、「いつでもご相

談ください」等のメッセージを張り

紙で伝える取り組みをする 



 
・お便り等を拝見していますが、コ

ロナの関係で以前よりも行事や

イベント等が再開されてないも

のもあります。おでかけできたら

いいですね。 
・「感染予防」だけに焦点をあてる

とイベントが制限され、利用者の

満足度が低くなる可能性がある

と思います。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

運営推進会議を実施して施設の情

報を共有し、地域の課題にも取り組

む 
 

感染予防のため、運営推進会議はま

だ書面での対応になっている。 
 

・地域に出向いて行くことも地域

から参入してもらうことも今はと

ても難しいと思います。そんな中で

もボランティア等の受け入れがあ

り、利用者の日常に彩りを添えてく

れていることがわかり、嬉しいで

す。 
 
・すでに書きましたが会議はスタ

ッフの皆さまが支援の有り方を省

みる大切な機会になっていると思

います。良い点はお互いに伸ばし合

い、足りない点はお互いに補い合っ

ていけると思います。面会時に垣間

みる限りでは、その点、皆さんが大

きな声ではっきりと声をかけあっ

て介護に当たられていることが伝

わってきます。 

運営推進会議を対面で実施して施

設の情報を共有し、地域の課題に共

に取り組んでいく 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

1 年に 1 回、防災・災害について勉

強会で学び、月 1 回避難訓練を実施

する。定期的に防災用品や持ち出し

書類の整備等を継続して行う 
 
 

防災・災害について勉強会で学び、

毎月避難訓練も実施された。防災用

品や持ち出し書類の点検整備も継

続して行っている 
 
 

・一番重い項目なのにあまり関心

が向かずすみません。避難訓練を繰

り返すことによって、日常の何気な

い行動のひとつになってほしいで

す。 
・すばらしいことだと思います。今

後もお願いします 
 

防災・災害について勉強会で学び、

月一回の避難訓練を実施すること

で職員が災害時に適切に対応でき

るよう訓練を重ねていく。また定期

的に防災用品の点検や持ち出し書

類の整理を行う 
 



 


